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９１９９７．５．８ No.

関連学会ニュース
欧州労働経済学会開催のニュース
９７年９月 ～ 日デンマーク、 で開催されます。この学会には社会政策学会が団体加盟しており、25 28 Aarhus
一昨年は加藤佑治会員が代表として参加しています。
論文提出者は今回より、 を３月 日までに提出し、審査を受けることになった。締め切り厳守とのfull paper 15
ことです。来年度もほぼ同じ日程で行われるでしょう。
ホテルの予約は６月 日が締め切りです。15

阿部フェローシップ奨学研究者募集
国際交流基金より次のような案内がありました。
「国際交流基金日米センターは米国社会科学研究評議会（ＳＳＲＣ）及び米国学術団体評議会（ＡＣＬＳ）と共
同で、阿部フェローシップ奨学研究者を毎年公募します。
阿部フェローシップは個人の調査研究プロジェクトに対する奨学金制度です。その目的は、社会科学と人文科
学の分野における高度な政策指向型研究を促進し、日米の研究者間の新しい協働関係とネットワークを形成する
こと、また、これらの研究者から比較研究あるいは国境を越える視点に立った研究への取り組みを引き出してい
くことです。学者、研究者、また学界以外の各分野の専門家からの申請を歓迎します。

、 。申請資格は日米いずれかに研究の拠点を持ち 博士号ないしは専門分野での同等の経験を有していることです
募集人員は１５～２０名。奨学金支給額は定額方式ではなく、申請された研究プロジェクトによって個々に決定
されますが、一般に研究費、渡航費、滞在費、および給与充当分が支給されます。支給期間は最長１年です。
応募に際しては英文で所定の申請用紙のほかに、研究計画書（１０ページ相当）を提出していただきます。締
め切りは毎年９月１日です。
なお、募集要項、申請用紙の請求およびお問い合わせは、下記までご連絡ください。
阿部フェローシップ・プログラム東京事務所
１０７ 港区赤坂１－１２－３２ アーク森ビル２０階 ＣＧＰ内
電話 ０３－５５６２－３５０６ ０３－５５６２－３５０４」FAX

1996年度の学会活動概要
９６年度の活動概要
本年も従来通り、年二回の大会と地方部会が開催された。ただし分科会は大幅に改組され、従来の分科会は解
散され、新たに分科会を組織し直すことになった。これは、分科会を学会の研究活動の中核として活性化するた
めの措置である。分科会は大会で小シンポジウムを開催することを奨励されるとともに、会員以外でも参加を認
めることとした。これは従来、入会が認められていなかった大学院修士課程の院生等にも学会活動への参加の道
を開くための措置である。三月末現在、結成された分科会はジェンダー（世話人は大沢真理、以下同様 、労働）
史（佐口和郎 、総合福祉（西村豁通）である。）
また、本ニューズレター（第９号）および第 号の幹事会記録に詳しく述べられているとおり、春と秋の大10
会が別の運営方法で実施されていたことを改めた。しかし、地方ごとの独自性は今後も尊重していく。
第 回大会において高田一夫会員が代表幹事に選出され、法政大学から一橋大学に本部校が移った。二村一92
夫代表幹事が発刊したニューズレターは、会務の詳細を引き続き記載し、第８号を発行した。さらに 年２月97
からは二村会員の努力によりインターネット上にホームページを開設し、情報公開を促進することになった。
以下、大会プログラム等、学会活動の記録を掲載する。なお、春秋の大会実施に中心となってご尽力いただい
た会員永山利和（日大商学部）および三富紀敬（静岡大人文学部）の両会員に感謝申し上げる。

９６年度大会プログラム
（１）第 回大会（日大商学部、５月 、 日）92 18 19
共通論題「 世紀の社会保障――戦後 年の総括と展望」座長 高田一夫（一橋大学）21 50
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世紀生活保障思想への課題と展望 玉井金五（大阪市立大学）21
社会保障の政策目的・理念と財政原則 工藤恒夫（中央大学）
社会保障の単位 井田広行（大阪経済大学）
医療 藤井良治（千葉大学）
介護問題とは何か――高齢化社会における医療と福祉 岡本祐三（神戸市立看護大学、非会員）
年金――戦後五〇年の総括と展望 高山憲之（一橋大学、非会員）
テーマ別分科会
阪神淡路大震災と社会政策 座長 浜岡政好（佛教大学）
大震災と都市・住宅政策 早川和男（神戸大学）
大震災と社会保障・福祉政策 二宮厚美（神戸大学）
大震災と生活保障・地震保険 真屋尚生（日本大学）
男女平等賃金――ジェンダーと階級 座長 伊藤セツ（昭和女子大学）
男女同一賃金とペイ・エクイティ 森ます美（昭和女子大学）
フェミニスト経済学における賃金格差とペイ・エクイティ 居城舜子（常葉学園短期大学）
コメント 黒田兼一（明治大学）
〈労働史〉研究と〈経営史〉研究 座長 佐口和郎（東京大学）
生産管理システムの日本的展開と労働者 市原 博（城西大学）
アメリカにおける労働史研究と経営史研究 木下 順（國學院大学）
イギリス労働史および経営史研究における経営者・職場・ クラフト〉〈

小野塚知二（東京大学）
自由論題
現代ドイツ社会政策論の特質 臼井英之（成城大学）
Ｓ ウェッブの都市改革構想――〈ロンドン・プログラム〉を中心に.

江理口 拓（九州大学）
〈農（山）村型〉高齢者介護・支援システムのあり方 栗田明良（労働科学研究所）
失業と貧困――追いつめられる日雇労働者： 笹島〉野宿者の現状をとおして〈

庄谷怜子（大阪府立大学）
戦闘的職能別組合の現代労働運動における存在意義――日本航空乗務員組合の戦い

竹田 誠（愛知大学）
スウェーデンの連帯賃金政策の検討 北 明美（京都大学）
《協調会の今日的検討》
コーポラティズムとしての協調会 高橋彦博（法政大学）
戦前期争議調停における協調会の役割 矢野達雄（愛媛大学）
ディスカッサント 木下 順（國學院大学）

（２）第 回大会（静岡大学、 月 、 日）93 10 26 27
共通論題「今日の賃金問題」 座長 高橋祐吉（専修大学）

池田信（関西学院大学）
変貌する日本の雇用と賃金 畑 隆（山口大学）
能率管理と報酬管理――日本の労働力吸引 石田光男（同志社大学）
非正規社員化と賃金――その実態と政策 神谷隆之（日本労働研究機構）
差別賃金とコンパラブルワース 中下裕子（コスモス法律事務所、非会員）
賃金交渉の国際比較 藤村博之（滋賀大学）
賃金と生涯生活保障 孫田良平（四天王寺国際佛教大学）
書評分科会
企業社会と生活
現代社会保障論
高齢化社会論
日本型雇用慣行の帰趨
日本のホワイトカラー
（３）地方部会の活動（紙幅の関係上すべてを収録できませんでした。残りは に掲載いたします。悪しかNo.12
らず、ご了承下さい）
北海道部会（美馬孝人・記）
年 月 日 於・北海学園大学 参加者 名1997 2 1 15

報告 世界市場と現代の社会政策 荒又重雄（釧路公立大学）

年 月 日 於・北海学園大学 参加者 名1997 4 19 9
報告 社会主義崩壊後の東ヨーロッパ 真瀬勝康（札幌大学）

関西部会（池田信・記）
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日時 １９９６年１２月１４日（土）午前１１時～午後４時３０分
場所 同志社大学ハリス理化学館会議室
出席者 ２９名
報告 Ⅰ 地域における介護問題と公的介護保険 大塩まゆみ（滋賀文化短期大学）
Ⅱ イギリス・コミュニティケア改革の動向――わが国の公的保険構想と比較して

山本 隆（岡山県立大学）
Ⅲ 市町村における地域ケア活動の現状と課題 浜岡正好（仏教大学）

九州部会（阿部 誠・記）
第６３回研究会
９月７日（土）午後１～５時 於・佐賀大学経済学部第１会議室 出席者 名13
報告 １．スウェーデン自動車産業における作業組織改革――チーム方式解明の手がかりとして

今村寛治（近畿大学九州工学部）
２．地域福祉論の方法と課題――下関老人保健福祉計画の実施に即して

堀内隆治（下関市立大学）
第６４回研究会
２月 日土）午後１～５時 於・九州国際大学国際商学部大会議室 出席者 名22 13
報告 １． 年イギリス医療改革における開業医の役割―― は成功したのか？91 Internal Market

渡辺 満（広島大学）
２．ドイツの公的介護保険 豊田謙二（福岡県立大学）

いずれも研究会の終了後に懇親会を開いている。

（４）分科会の活動（紙幅の関係上すべてを収録できませんでした。 に掲載いたします。悪しからず、ごNo.12
了承下さい）
総合福祉分科会
第１回定例研究会
９月２９日（日）午後１時 分～５時 同志社大学光塩館地下会議室30
テーマ 公的介護保険をめぐる政策的争点
報告者 一圓光弥、里見賢治、アンナ・マリア・トレンハルト
第２回定例研究会
３月 日（土）午前 時～午後４時 同志社大学ハリス理化学館会議室（２階）22 11
テーマ 措置制度をめぐる諸問題
報告 １．社会保障構造改革と措置制度 芝田英昭（立命館大学）
２．高齢者介護と地方自治体 武田 宏（日本福祉大学）
３．社会福祉措置制度の意義と課題 成瀬龍夫（滋賀大学）

総会（午後１時～１時 分）30
議題 運営委員承認の件、 分科会費等の件、 総合福祉分科会開催計画の件(1) (2) (3)

（５）第２回社会政策学会賞受賞者・作品
学術賞 岩田正美（東京都立大学 『戦後社会福祉の展開と大都市最底辺』ミネルヴァ書房 ８月発行）
奨励賞 木本喜美子（一橋大学） 『家族・ジェンダー・企業社会』ミネルヴァ書房 月発行11

白木三秀（国士舘大学） 『日本企業の国際人的資源管理』日本労働研究機構 ３月発行

会員の異動
新入会
寺本 尚美 上智大学大学院 一圓光弥山崎泰彦 社会保障,
織原 泰 （社）大坂自治体問題研究所 青木郁夫中山 徹 農業経済・社会政策,
川越 修 同志社大学経済学部 中川 清西村豁通 社会史,
蜂谷 隆 日刊工業新聞社 上井喜彦小川浩一 労働経済学,
渡辺武男 同志社大学文学部 浜岡政好西村豁通 社会福祉,
松尾孝一 京都大学大学院 菊池光造久本憲夫 労働組合論現代ホワイトカラーの労, ,

働問題
高須裕彦 全国一般労組東京南部 戸塚秀夫、上井善彦 社会政策・労働問題
小川正浩 平和経済計画会議 高木郁郎、井上定彦 社会保障論
中野聡 豊橋創造大学経営情報学部 高田一夫、加藤佑治 西洋経済史･社会史､イギリス現代史
平木真朗 東京大学大学院 佐口和郎、森 健資 労使関係論
土谷直樹 東京大学大学院 佐口和郎、森 健資 労使関係
仲野組子 関西大学大学院 加藤佑治、藤田栄史 現代資本主義論
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吉田しおり 関西大学大学院 一圓光弥、池田 信 社会保障論
阿部清一 同志社大学大学院 石田光男、西村轄通 労使関係論、労務管理論
船橋恒裕 同志社大学大学院 小倉襄二、辻村一郎 経済政策
大嶋千鶴子 静岡県中部看護専門学校 藤岡光夫、三富紀敬 労働法
大杉由香 日本学術振興会 大沢真理、藤原千紗 近代日本経済史・社会福祉史

退会
野原博淳 日仏学院
水野作子
大森暢之 東京学芸大学
井手 生 日本大学
篠原陽一 海上労働科学研究所
亀山直幸 日本労働研究機構

死去
清水慎三 名誉会員
村山 幸輝 四国学院大学
美崎 皓 志賀大学
比嘉 輝幸 沖縄国際大学

住所・所属変更（名簿刊行以降のもの、一部のみ、未掲載分は次回のニューズレターにてお知らせします）

藤原 千沙 埼玉県浦和市太田窪２０００－２２ 電話変わらず336
中野 元 熊本学園大学
桜林 誠 労働経済研究会
坂本 重雄 専修大学法学部
猿田 正機 中京大学経営学部
篠原 健一 大阪商業大学
椎名 恒 札幌市北区北７条西９丁目中央第２公務員宿舎５－３０６060
金持 伸子 流通経済大学
小林 漢二 吉備国際大学

156 03-5477-2484大久保武 東京都世田谷区桜丘１－１－１ 東京農業大学農業経済学科
上原 慎一 （住居表示変更） 鹿児島市谷山中央６丁目２－７－２０１891-01

313 1959-4 Fax 0294-74-3997荒谷 幸江 常陸太田市幡町 電話／

名簿の訂正、会員の異動
訂正
水野 武 名誉会員
名誉会員の欄に水野 武名誉会員のお名前が漏れておりました。大変失礼をいたしました。お詫びととも
に訂 正いたします。
斉藤 義博 （名簿誤り）仙台市青葉区中山９－７－２（下線部脱落）

03-3930-4740濱本 知寿香 （名簿誤り）電話

発 行
社 会 政 策 学 会
代表幹事 高 田 一 夫

1 8 6 2 - 1〒 東 京 都 国 立 市 中
一橋大学社会学部高田研究室内

FAX 0425-80-8829電話 &
Email cs00051@srv.cc.hit-u.ac.jp


